
優秀なIT・AI人材と出会いたい企業さまへ優秀なIT・AI人材と出会いたい企業さまへ

経済産業省 グローバルサウスIT/AIエンジニア インターンシップ事務局
（受託事業者：株式会社パソナ）
TEL：050-5482-6928
MAIL：globalsouth-it@pasona.co.jp
HP：https://japaninternshipglobal.go.jp/

木

優秀なIT・AI人材と出会えない

　お問い合わせ

社内に多様性を取り入れたい

英語人材の受け入れに自信がない

インターンシップ
海外IT・AI人材との

お申込みは
こちらから

 5月1日

経済産業省 高度外国人材受入拡大に向けたインターンシップ・ジョブフェア等調査事業
（本事業は経済産業省より株式会社パソナが受託し、運営しています）

こんなお悩みありませんか？

オンラインセミナー＆募集説明会のご案内オンラインセミナー＆募集説明会のご案内

募集開始

セミナー内容
　・海外IT人材・AI人材のマーケット
　・インターンシップの事例紹介
　・事業募集説明　・質疑応答
   ※個別面談も承ります。　　　

開催日時 (1.5時間程度）
　  5月 29日 (木)  14：00～
　  6月 12日 (木)  10：00～
　  6月 24日 (火)  14：00～

費用：無料

事業の目的
本事業では、IT・AI関連分野を学ぶグローバル

サウス諸国の学生を対象にしたインターンシップ
の実施を通じて、日本企業における日本語能力を
有しない高度外国人材の受入体制整備を支援し、
当該人材の受入強化に必要な支援を調査します。

募集概要は裏面へ▶

お問い合わせ先お問い合わせ先



募集対象 日本国内に主な事業所を有し、内定時点で日本語能力N5未満の高度外国人材を採用したことがない
民間企業

受入人数 インターンの受入は、1企業あたり1～5名程度

事業スケジュール

企業応募締切：＜1次募集＞6月30日　＜2次募集＞7月31日
　  ※1次募集で応募多数となった場合には、2次募集は行いません。

マッチング：7月7日～8月31日
受入体制整備研修：9月中旬～10月下旬で計3回
インターンシップ実施： 2025年10月31日（金）～12月15日（月）

　 ※インターン生の入国日：10月29日（水）、出国日：12月17日（水）

インターン
対象者

海外に居住しグローバルサウス諸国の国籍を有する
 　 ※グローバルサウス諸国：DACList掲載国を指す

IT・AI関連分野を学ぶ
高等教育機関 在学中の方、または、卒業後3年以内の方
活動にあたり十分な英語力がある
日本語能力がN5相当未満

企業の
必須要件

以下の要件を全て満たす企業が対象となります。
本事業の趣旨に賛同し、インターンシップの受入を通してグローバルサウス人材の活用を促進し、
具体的なミッションや業務に対してインターンと共に協働できること
日本語力を有しないIT人材・AI人材(量子人材含む)の採用および受入体制整備に意欲があること
日本国内に法人格を有する企業であること
日本国内に主な事業所を有する民間企業であること
日本語能力N5相当未満（内定時点）の高度外国人材を採用したことがない企業であること
受入企業において業務に関する実践的な就業体験を提供できること
受入企業内で十分な管理・受入体制、インターンシップ実施環境が整えられること

エントリー・
選定方法

事業専用サイトの「プログラム参加申し込み」 から、 企業申込フォームへとお進みください。
お申し込み内容やお申し込み後のヒアリングを通じて、必須要件への該当状況及びインターンシップの
活動内容・希望条件などを踏まえて、経済産業省と協議の上で確定いたします。

世界トップクラスのIT・AI人材をインターンで受け入れられる！1
以下地域のトップ大学からインターンを募集

中南米（ブラジル、メキシコ、コロンビア、アルゼンチン等）
アフリカ（エジプト、南アフリカ共和国、ナイジェリア、エチオピア、ケニア等）
アジア（インド、トルコ、パキスタン、カザフスタン、ネパール、バングラデシュ、

　　　 マレーシア、インドネシア等）
IT・AIのコンテストによりスキルを客観的に評価し、優秀な人材を選抜

2 インターン受入にかかる費用は国が負担

来日から帰国までの各種手配（往復航空券、宿泊、ビザ、保険、携帯電話等）
インターン活動費（3,000円相当／日）
インターン向け研修（事前ガイダンス、サバイバル日本語研修、直前研修、 中間フォローアップ研修、振り返り研修）

3 英語人材の受入にチャレンジすることができる！

英語対応が可能な社員が限られる中で、英語人材を活用できるか試すことができる
日本語を話せない高度外国人材の受入体制整備のための支援を受けることができる

本事業参加メリット本事業参加メリット

企業応募概要企業応募概要


